　第３２回宇都宮市民芸術祭　写真部門審査所感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　審査員・運営委員　　　太田　章
今年の応募点数は２８３点で、前年に比べて点数的にも増加の傾向で市民の方々の芸術祭に対するご理解とご協力が感じられ、大変嬉しい思いが致しました。
審査は第一次審査を経て厳選された作品１５３点の中から更に上位作品の選抜を致しました。ご応募いただいた作品は、日常生活の中から撮ったアットホーム的なものから、旅先で撮った思い出の写真、風景、静物、等々、バラエティに富み、楽しませてくれる写真が多かったと思います。したがって、それぞれの作品の中から入賞作品を選ぶことは、なかなか難しかったと思いました。
今年の市民芸術祭賞には、「厳冬の駅舎」と題したモノクロ調の作品が審査員一同の賛意で決定致しました。場所はよく分かりませんが北国の持つ郷愁を感じます。
準市民芸術祭賞の「パイプの造形」も日常ありふれたパイプのイスをテーマに、光と影で素晴らしい造形美を作り出しました。カラー全盛の時代の中にあって、モノクロ調的作品が上位２点を占めた事は、写真本来のモノクロ的表現が大変上手に生かされたものでしょう。
もう一点の「花曇り」も、ワイドレンズを上手に使い、犬を連れた二人の花見姿を、シルエットを生かした、楽しい情景を上手に表現したものでしょう。
その他奨励賞５点も、それぞれバラエティに富んだ特色のあるテーマを上手に生かした作品でした。
